
ヨ
シ

係
を
組
組
し
た
る
内
罰
を
惹
起
し
た
。
是
を
以
て
十

一
た
鋸
苦
戦
し
た
。
こ
の
時
長
左
衛
門
秀
信
は
氏
桜
を

一
円
胞
安
二
U

四
月
汁
八
日
桃
列
儒
陪
守
直
常
越
中
松
倉

月
ご
十
日
直
判
的
は
兵
を
起
し
、
什
三
日
氷
見
泌
に
進
一
致
援
せ
ん
銘
阿
部
大
訟
を
渡
し
、
得
江
石
王
丸
代
長

一
城
を
渡
し
て
能
管
に
入
っ
た
が
、
得
凶
加
料
品
介
意
房

ん
で
、
志
緋
保
な
る
石
王
丸
の
領
境
を
伎
す
の
形
勢
一
野
彦
三
郎
家
光
も
之
に
臨
し
て
椛
ひ
、
廿

一
日
敵
そ
一
は
金
丸
械
の
吉
見
左
路
助
に
随
ひ
、
得
江
八
郎
次
郎

々
-
一
周
し
た
か
ら
、
得
江
氏
一
族
は
志
雄
也
脅
守
っ
て
一
越
巾
に
退
け
た
o
正
平
七
年
ハ
矧
剛
山
一
=
u
二
且
直
義
は
一
挙
民
門
前
の
石
王
丸
で
あ
ら
う
〉
は
能
鞍
部
城
の
吉
見

庇
交
ー
し
た
o
十

一
且
三
白
井
上
布
袋
丸
・
出
来
俊
一
敏
氏
に
試
せ
ら
れ
、
六
月
六
日
氏
刺
は
能
号
そ
平
定

一
伊
強
入
巡
航
山
割
に
邸
L
、
六
月
一
日
に
一
黙
っ
て
泊
中

行
、
出
衆
院
を
出
て
花
見
槻
戸
鹿
島
綿
花
見
且
〉
に
向
一
し
て
越
巾
に
人
り
、
岱
時
宮
方
に
な
っ
て
ゐ
た
桃
井

一
躍
脅
退
け
た
。
創
出
聞
は
民
航
の
従
兄
弟
で
、
左
間
拘
助

か
う
た
の
で
、
四
日
石
王
丸
代
長
野
彦
ま
郎
季
光
は
一
掃
踏
守
直
治
・刑
部
大
輔
直
信
民
郎
少
納
直
閉
闘
を
破
一
一
は
刷
出
剖
の
子
で
あ
ら
う
。
入
居
李
氏
ま
た
育
児
氏
頼

之
官
仮
出
(
荊
羽
咋
郡
飯
山
か
〉
に
按
破
L
、
後
史
に
越
一
っ
た
。
能
驚
島
東
方
の
地
一
肌
脱
天
野
安
逃
三
郎
法
政
一
の
下
向
中
日
加
賀
に
迎
へ

、
左
路
助
の
配
下
に
在
っ
て

巾
に
駆
逐
し
た
。
こ
の
日
能
奄
の
守
腿
桃
井
兵
部
大
一
代
た
る
則
術
大
郎
左
衛
門
宗
一
車
、
得
川
北
口
代
た
る

一
平
岡
野
・大山町
・松
艇
に
峨
ひ
、
十一

一月
什
八
日
得
凶

航
中
出
側
、
京
師
よ
り
下
着
し
た
。
従
来
の
守
秘
音
見

一
子
息
知
限
六
官
房
も
之
に
従
ひ
、
後
議
出
品
は
敏
氏
か

一
日
乱
開
は
同
政
十
郎
点
以
鋭
と
共
に
、
珠
洲
郡
岩
山
庄
山

飢
隙
は
改
易
せ
ら
れ
た
も
の
と
見
え
る
。

十
九
日
直
一
ら
感
紋
特
得
た
。
こ
の
時
苦
児
三
河
守
氏
刺
は
侃
に

一
方
庄
の
山
方
六
郎
左
衛
門
脅
討
ち
、
昨
日
之
を
問
問
れ

協
の
弟
桃
升
兵
附
助
直
信
越
巾
よ
り

能
常
に
佼
入
一
能
州
守
秘
と
お
か
れ
て
ゐ
る
o
而
し
て
附
守
閉
山
桃
訓
一
た
。
後
に
建
徳
ご
年
門
限
安
問
)
七
且
桃
井
直
門
前
再
び

し
、
仰
や
~
鹿
島
郡
高
出
に
浪
。
、
十
二
且
一
日
得
江
一
義
州
酬
は
前
年
十
月
向
そ
の
職
に
在
っ
た
が
、
何
れ
の
一
兵
を
脳
中
に
穆
げ
、
古
口
見
氏
却
の
況
は
か
の
凶
に
日
目

石
王
丸
の
領
を
製
う
た
が
、
長
野
季
光
の
お
に
取
返
一
時
に
交
代
し
た
か
を
明
ら
か
に
せ
ぬ
o

一
入
し
て
、
汁
八
四
五
位
班
に
戦
う
た
が
、
八
月
守
秘

せ
ら
れ
、
次
い
で
桃
井
義
網
は
鹿
島
都
金
丸
城
に
在

一〈
五
U

武
家
方
の
勝
利

l
正
年
八
年
(
文
和
二
U
八
月
サ

一
斯
波
申
臨
時
の
邸
ろ
に
及
び
、
直
前
帥
を
撤
し
て
松
品
川

っ
た
が
、
十
ご
且
十
三
日
直
信
の
軍
束
。
攻
め
た
の
一
八
日
昔
児
修
理
売
は
、
桃
井
兵
郎
助
ハ
こ
れ
は
兵
郎

一
城
に
悩
り
、
逢
に
そ
の
所
在
世
臨
ま
し
た
o
多
年
に

で
、
寧
光
は
父
之
宮
殿
っ
た
。
型
E
M
T
六
年
(
税
刷
出
一
助
百
億
と
加
入
で
あ
る
〉
及
び
民
新
左
衛
門
胤
辿
そ

一
捗
る
吉
見
桃
引
二
氏
の
指
抗
こ
、
に
終
同
し
、
能

ニU
二
月
徳
氏
、
直
義
と
和
し
て
共
に
京
に
郎
。
、

一
討
つ
泥
能
殺
ぬ
に
綬
向
し
、
得
聞
記
却
代
総
般
六
立
一
越
怒
〈
武
家
の
勢
力
範
凶
と
な
っ
た
。

七
月
嬬
踏
に
兵
起
っ
て

部
拍
車
叫
そ
の

征
討
に
上
っ
た

一
院
は
胤
辿
の
似
売
煩
い
て
商
方
金
凱
城
に
岱
伏
せ
し
一

ヨ
シ
Z
ウ
ヂ
ヨ
リ

吉
見
氏
級

制
脈
の
子
で
あ

が
、
得
江
石
王
丸
代
長
野
左
衛
門
四
郎
光
信
之
に
従
一
め
、
正
平
十
年
(
文
利
回
〉
=
一月
十
七
日
に
付
天
野
誠
二
ら
う
o
百
平
元
年
(
点
利
一
一
γ
=
平
戸
沢
和
四
U

の
文

ひ
、
石
王
丸
は
直
申
掛
か
ら
本
領
安
絡
の
命
を
得
た
。
一
政
代
期
間
出
六
郎
左
衛
門
宗
琵
等
金
顕
城
に
抑
官
官
せ
、

一
訟
に
は
揃
部
助
、
六
年
(
槻
脳
出
二
)
・七
年
門限陸一一一

γ

こ
れ
は
常
時
直
義
が
政
務
宇
一
執
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
六
且
十
四
日
そ
れ
を
陥
世
間
せ
し
め
た
。
E

M
T
十
七
年
一
八
年
(
文
利
ご
〉
の
文
相
官
に
は
三
河
守
、建
徳
二
年
(
隠

然
る
に
幾
く
も
な
く
愈
氏

・
直
訟
の
利
復
槌
れ
、
直
一
〈
貞
治
元
U

桃
到
中
務
少
崎
直
利
容
越
巾
に
的
起
し
、

一
安
四
〉
の
文
相
U

に
は
右
目
畑
町
入
誼
及
び
沙
山
畑
道
諒
と

誌
は

桃
控
也
一
泊
の
献
策
を
容
れ
て
越
前
金
?
崎
に
下

一
正
且
足
利
義
訟
の
能
器
官
の
地
問
家
人
に
迫
伐
そ
命
じ
一
見
え
る
。
又
正
平
七
証
人
間
雌
一
一
一
〉
六
且
以
降
氏
般
を

っ
た
の
で
、
徹
氏
は
之
を
討
た
ん
が
俗
、
八
且
十
八

一
た
が
、
抗
月
桃
列
氏
の
郡
石
動
山
に
綴
っ
て
能
殺
の
一
能
州
笥
泌
と
す
ろ
が
、
前
年
十
且
に
は
向
桃
井
兵
部

日
京
を
波
L
近
江
に
入
っ
た
。
こ
の
役
長
野
光
信
は
一
武
家
方
と
戦
う
た
。
同
月
能
殺
の
宮
方
は
羽
咋
畑
出
一
大
柿
戦
制
が
守
泌
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
削
に
交
代

隼
氏
方
で
あ
っ
た
桃
労
義
綱
の
箪
に
図
L
、
九
且
十

一
衆
院
木
尾
獄
城
に
抽
出
。
、
武
家
方
は
之
そ
攻
め
て
包
一

し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

一
一日
近
江
八
相
山
に
陣
し
た
直
門
前
の
密
を
突
き
て
越
一
衆
抑
制
際
次
等
を
討
取
り
、
七
且
ま
た
宮
方
の
日
来
院

一

ヨ
シ
ミ
サ
マ
ノ
ス
ケ

吉
見
左
馬
助

掛
川
不
祥
。

前
に
返
却
せ
し
め
、
十
月
十
四
日
銭
氏
に
従
う
て
裕
一
一
尼
崎
城
吟
陥
れ
、
次
い
で
石
助
山
の
桃
井
民
部
少
輔
一
正
M
T
廿
凶
年
(
臨
安
二
U

四
月
雌
脂
綿
金
丸
械
に
躍

に
紛
っ
た
。

一
直
開
聞
の
除
を
容
れ
、
木
賂
獄
械
を
追
訴
し
た
。
こ
の
一

回り
、
問
年
入
且
は
古
口
見
三
河
守
氏
観
の
下
向
を
迎
へ

(問
U
Z
間
見
氏
の
刊
起

l
疋
平
六
年
ハ
制
服
二
)
八
月
吉
一
際
何
人
が
能
殺
の
武
家
方
売
総
帥
し
た
か
は
明
ら
か
一
て
加
賀
に
人
り、

桃引間
巾
務
少
納
直
利
の
軍
と
野
々

見
三
河
守
氏
銅
山
は
、
鹿
島
都
三
引
保
な
る
赤
縦
寺
に
一
で
な
い
が
、
前
来
の
関
係
に
よ
っ
て
策
す
る
に
、
恐
一
市
・平
附
野
に
椛
う
た
こ
と
が
見
え
ろ
o
左
Mm
助
は

在
っ
た
が
、
十
入
日
桃
井
刑
部
大
輔
直
信
が
来
攻

九
O 

ヨ
シ
ミ
ヅ

義
水

万
工
。
刊
恕
に
加
州
金
持
住

忠
兵
衛
戦
水
間
二
代
と
即
日
い
た
も
の
が
あ
る
の
は
説

で
あ
る
。
忠
兵
衛
義
水
は
越
巾
今
石
動
佐
で
、
1
1
保

頃
の
入
、

一
代
限
り
で
あ
る
。

ヨ
シ
ミ
ツ
ホ

吉
光
保

能
楽
部
に
在
っ
た
。
怨

仁
元
年
七
且
の
菊
大
路
家
文
部
に
見
え
て
、
そ
の
地

鼠
友
保
と
援
し
て
ゐ
た
が
、位
む
は
明
ら
か
で
な
い
。

ヨ
シ
Z
ヨ
リ
ア
キ

吉
見
報
開
閉
伊
激
入
道
。
正

平
4
u
四
年
門
限
安
ご
)
鹿
島
側
能
器
官
邸
城
に
厨
た
こ
と

が
見
え
る
。
創
出
制
は
凱
院
の
兄
制
犯
の
子
で
あ
る
。

ヨ
シ
ミ
ヨ
リ
hm
カ

吉
見
頼
隆

大
阪
大
輔
。
能

脅
の
守
施
。
奥
山
岡
五
年
(
康
永
=
一

γ
興
凶
六
年
〈
康
宏

四
Y
E平
元
年
(
貞
利
-
一
〉
の
文
訟
に
見
え
る
。
町
一
中

五
年
〈
制
限
元
〉
十

一
且
に
は
桃
訓
義
綱
が
守
純
と
な

っ
て
阿
る
か
ら
、
新
院
は
こ
れ
よ
り
前
に
泌
め
た
と

思
は
れ
る
。

ヨ
シ
Z
ヰ
サ
プ
ロ
ウ

吉
見
安
三
郎

総
は
岱
制
。

貨
は
山
口
良
助
の
子
で
あ
っ
た
が
、
医
限
二
年
山
市
の

老
院
本
多
氏
の
家
士
宮
町
見
路
次
に
益
は
れ
、
徒
組
に

班
し
た
。
明
治
元
年
加
賀
滞
の
兵
そ
越
後
に
出
し
た

時
之
に
従
ひ
、
四
年
十
一
月
引
三
日
間
志
と
共
に
故

宅
本
多
政
均
の
仇
凶
野
悌
沢
郎
今
一
討
ち
、
武
年
十
一

月
四
日
自
扱
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
平
年
什
二。

ヨ
シ
ム
ラ
ゲ
ン
ダ
吉
村
源
太

臨
軍
部
穴
水
大

ヨ
シ
Z
ザ
モ
ン

吉
見
左
門

初
め
て
前

m利
家

に
仕
へ
た
o
子
宮
山
続
に
悦
裂
す
る
。

ヨ
シ
ミ
シ
ユ
リ
ノ
ス
ケ

吉
見
修
理
完

部
不
件
。

正
平
八
年
(
文
和
二
〉
入
且
能
器
官
川崎に
長
胤
辿
hre
討
っ

た
こ
と
が
見
え
る
。

ヨ
シ
ミ
ツ

吉
光

加
白
の
刀
工
。
到
州
住
土
門
治
、

明
治
二
年
春
昔
日
な
ど
L

切
る。

ヨ
シ

Z
ツ

吉
光

能
北
京
制
山
上
郷
に
臨
す
ろ
邸

拝
。

一


